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意外なことに､ 同調査の ｢結婚観について｣ の項
目では､ ｢結婚したほうが良い｣､ または ｢結婚す
べきだ｣ と回答した青年がアメリカでは59.7パー
セントであり､ それは調査対象となった国の中で











































































































































派な ｢学校｣ エコールなのである｡ フランス語で
は école maternelle (エコール・マテルネル) と
呼ばれ､ 通っている子供たちにそんな自覚がある
のかどうかよく分からないが､ 子供向けの本を読
















くれる｡ 親は心配だが､ 相手はプロの先生だ｡ 安
心して任せてかまわない｡











日本だと､ 入学式に始まり､ 始業式､ 卒業式､












































































ところが､ 驚いたことに､ 水泳､ 体育 (いずれも





























末に万聖節 (Toussaint) のバカンスが２週間､ ク
リスマス (Noël) の休みが12月20日頃から１月５
日頃までやはり２週間､ 冬のバカンス (通称スキー
休み) が２月中旬から２週間､ 春休み (復活祭
















いと思われるが､ そうではない｡ Centre de loisirs
(サントル・ド・ロワジール､ 以下､ サントルと
略す) という制度があり､ 要するに学童保育シス
テムである｡ これは場所は通常の学校と同じ敷地
を用いるが､ 学校の組織とは全く別で､ 平日の４
時半から６時まで (場合によっては７時まで) と､
土日を除いた (場所によっては土曜日も預かる)､
バカンス期間中の全日､ 終日に渡って子供を預かっ
てくれる｡ 活動場所が同じというだけで､ 学校と
はほとんど何の関係もない｡ 学校の校長先生とサ
ントルの責任者も別である｡ 我が家は特にサント
ルに通わせる必要はなかったが､ 公園や博物館に
行くとバカンス期間中なども､ 入れ替わり立ち替
わり､ あちこちのサントルのグループに出会った
ものだ｡ サントルの活動は基本的に芸術､ スポー
ツ､ 野外活動など､ 教科科目以外の全般に渡って
いる｡ 公園では走り回って遊ぶと同時に､ 植物や
昆虫の観察をしている姿などもよく見かけた｡
サントルでは平日の４時半から子供を預かるの
だが (しかもおやつが出る! 水曜日はもちろん
給食が出る)､ 同じ敷地内で､ 方やサントルに参
加する子供がいれば､ 他方で学校主催の空手だの
バドミントンだのに励む子供もいれば､ 補習授業
に精を出している子供もいる (無料ではないが､
廉価で週１～４回受けられる) という複雑怪奇な
状態になっている｡ 月木は補習授業に出て､ 火金
はサントルに出席､ などということもありうる｡
このようなフレキシブルな組織運営は日本では考
えられないことであって､ 確かにこれだけ手厚く
子供の面倒を見てくれれば親も安心して子供を産
んで働きに出かけられるのだなと感心した｡
日本がフランスから学ぶことはまだたくさん残っ
ている｡ 外国から学ぶことがある以上､ 我々は外
国語を学ぶ意味がある､ そう感じた一年だった｡
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